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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時針と、
　複数のソーラーセルを有するソーラーパネルと、
　前記ソーラーパネルの表面側に設けられ、透光性を有する文字板と、
　前記文字板の表面側に設けられ、時計表面側から見て、前記文字板の外周と重なる見切
り部材と、
　前記文字板の前記表面側で、かつ、前記見切り部材の内側に設けられた遮光部材と、を
備え、
　前記遮光部材は、前記時針によって指示されることで時が表示される目盛部材を備え、
　前記ソーラーセルを隣り合う他のソーラーセルと区画するすべての分割線は、前記ソー
ラーパネルの中央から外周に向かって伸びており、
　前記ソーラーパネルには、時計表面側から見て、隣り合う前記ソーラーセルを直列に接
続する接続部が、前記ソーラーパネルの外周に沿って且つ平面視において前記見切り部材
の内側に設けられ、
　前記接続部すべてについて、各接続部の少なくとも一部は、時計表面側から見て、前記
目盛部材と重なっている
　ことを特徴とする時計。
【請求項２】
　請求項１に記載の時計において、
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　各ソーラーセルは、前記文字板を透過する光を受光する受光面積が互いに等しい
　ことを特徴とする時計。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の時計において、
　前記ソーラーセルを隣り合う前記ソーラーセルと区画する分割線は、屈曲部分を備え、
　前記屈曲部分は、時計表面側から見て、前記遮光部材と重なっている
　ことを特徴とする時計。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の時計において、
　前記ソーラーパネルは、５個以上のソーラーセルを有している
　ことを特徴とする時計。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の時計において、
　前記遮光部材として、前記見切り部材の内周に沿って等間隔で設けられた１２個の目盛
部材と、時計表面側から見て、前記文字板の平面中心に対して、２時方向側に設けられた
第１サブダイヤルと、１０時方向側に設けられた第２サブダイヤルと、６時方向側に設け
られた第３サブダイヤルと、を備え、
　前記ソーラーパネルは、８個のソーラーセルを有し、
　前記ソーラーパネルには、前記文字板の４時位置に対応した位置に開口部が設けられ、
　前記接続部は、前記文字板の１２時位置、１時位置、３時位置、５時位置、６時位置、
８時位置、１１時位置にそれぞれ対応した位置に設けられ、
　各接続部の少なくとも一部は、時計表面側から見て、前記目盛部材と重なっている
　ことを特徴とする時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ソーラーパネルを備える時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ソーラーパネルを備え、ソーラーパネルで発電された電力で駆動する時計が知ら
れている（例えば、特許文献１参照）。
　特許文献１の時計は、発電部が７個のソーラーセルに分割されたソーラーパネルを備え
ている。そして、ソーラーパネルの外周径がダイヤルリングの内周径に合せて形成され、
ソーラーパネルの外周はダイヤルリングで隠されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１７３９２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１のような時計では、一般的に、ソーラーパネルの外周に、隣り合うソーラー
セルを直列に接続する接続部が設けられており、ダイヤルリングは、この接続部を隠すよ
うに形成されている。
　ところで、近年、このようなソーラーパネルを備える時計では、多機能化により消費電
流が大きくなっているため、ソーラーパネルの発電性能の向上が求められている。
【０００５】
　本発明の目的は、ソーラーパネルの発電性能を向上できる時計を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明の時計は、複数のソーラーセルを有するソーラーパネルと、前記ソーラーパネル
の表面側に設けられ、透光性を有する文字板と、前記文字板の表面側に設けられ、時計表
面側から見て、前記文字板の外周と重なる見切り部材と、前記文字板の前記表面側で、か
つ、前記見切り部材の内側に設けられた遮光部材と、を備え、前記ソーラーパネルには、
時計表面側から見て、隣り合う前記ソーラーセルを直列に接続する接続部が設けられ、前
記接続部の少なくとも一部は、時計表面側から見て、前記遮光部材と重なっていることを
特徴とする。
【０００７】
　見切り部材は、例えば、ダイヤルリングなどである。また、遮光部材は、文字板の表面
側に設けられたインデックスやサブダイヤル等によって構成される。
　本発明によれば、見切り部材の内周縁は、時計表面側から見て、接続部の外側に位置し
ているため、見切り部材が接続部と重なる場合と比べて、当該内周縁を外側に位置させる
ことができる。これにより、見切り部材の内側の面積を大きくできるため、その分、ソー
ラーパネルの発電部の面積を大きくでき、ソーラーパネルの発電性能を向上できる。例え
ば、複数の接続部がソーラーパネルの外周に沿って設けられている場合は、ソーラーパネ
ルの外周における隣り合う接続部の間の領域を発電部にできるため、その分、発電部の面
積を大きくできる。
　また、ソーラーセルにおける遮光部材と重なる領域は、光が照射されないため、発電し
ない非発電部である。また、接続部も配線層などが設けられるため非発電部である。本発
明によれば、接続部の少なくとも一部は遮光部材と重なっているため、接続部が遮光部材
と重ならない場合と比べて、非発電部の合計面積を小さくできる。すなわち、発電に有効
な部分の面積である有効発電面積を大きくでき、発電性能をより向上できる。
【０００８】
　本発明の時計において、各ソーラーセルは、前記文字板を透過する光を受光する受光面
積が互いに等しいことが好ましい。
【０００９】
　各ソーラーセルは直列に接続されるため、ソーラーパネルの電流値は、各ソーラーセル
のうち、最も電流値が小さいソーラーセルの電流値に制限される。このため、ソーラーパ
ネルの発電量を最大にするには、各ソーラーセルの電流値を均一にすることが好ましい。
すなわち、各ソーラーセルで、遮光される部分を除いた発電に有効な面積である受光面積
を等しくすることが好ましい。
　本発明では、各ソーラーセルの受光面積が等しいため、ソーラーパネルの発電量を最大
にできる。
　なお、各ソーラーセルの受光面積が等しいとは、ほぼ等しいことを含み、例えば、各ソ
ーラーセルの受光面積が、すべてのソーラーセルの受光面積の平均値に対して±１０％以
内に納まっている場合などを意味する。
【００１０】
　本発明の時計において、前記ソーラーセルを隣り合う前記ソーラーセルと区画する分割
線は、屈曲部分を備え、前記屈曲部分は、時計表面側から見て、前記遮光部材と重なって
いることが好ましい。
【００１１】
　分割線が屈曲部分を備えることで、例えば分割線が１本の直線で構成されている場合と
比べて、分割線を自由に引くことができ、各ソーラーセルの形状や面積を自由に設定でき
る。
　また、分割線の屈曲部分は、ユーザーによって視認された場合、直線部分よりも目立ち
やすいが、本発明によれば、屈曲部分は、遮光部材と重なっているため、ユーザーによっ
て視認されない。これにより、外観を向上できる。
【００１２】
　本発明の時計において、前記ソーラーパネルは、５個以上のソーラーセルを有している
ことが好ましい。
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【００１３】
　本発明の時計では、ソーラーパネルが５個以上のソーラーセルを有している。１つのソ
ーラーセルでの起電圧は約０．６～０．７Ｖ程度である。このため、例えば５個のソーラ
ーセルを直列に接続すれば、つまり５段のソーラーセルとすれば、約０．６～０．７Ｖ×
５段＝約３～３．５Ｖ程度の起電圧が得られ、例えば２．４Ｖ系のリチウム二次電池を満
充電することができる。
　同様に、例えば７個ないし８個のソーラーセルを直列に接続すれば、約０．６～０．７
Ｖ×７ないし８段＝約４．２～４．９Ｖないし４．８～５．６Ｖ程度の起電圧が得られ、
例えば３．７Ｖ系のリチウム二次電池を満充電することができる。
　これにより、起電圧が大きな、例えば２．４Ｖ系や３．７Ｖ系のリチウム二次電池を電
源にできるため、ＧＰＳ受信装置などの消費電流の大きなデバイスを内蔵できる。
【００１４】
　本発明の時計において、時針を備え、前記遮光部材は、前記時針によって指示されるこ
とで時が表示される目盛部材であることが好ましい。
【００１５】
　目盛部材は、例えば、時を表すインデックス等であり、１時～１２時を表示するため、
時計表面側から見て、文字板の外周に沿って１２個設けられている。
　一方、各接続部は、一般的に、ソーラーパネルの外周に沿って設けられるため、接続部
の数が１２個以下であれば、すべての接続部を目盛部材と重ねることができる。
　このため、遮光部材が、例えば、時計表面側から見て、文字板の外周の一部に配置され
た円弧状のインジケーターなどであり、すべての接続部を遮光部材と重ねることが難しい
場合と比べて、接続部と遮光部材とが重なっている面積の合計を大きくできる。これによ
り、有効発電面積を大きくし、発電性能を向上できる。
【００１６】
　本発明の時計において、前記遮光部材として、前記見切り部材の内周に沿って等間隔で
設けられた１２個の目盛部材と、時計表面側から見て、前記文字板の平面中心に対して、
２時方向側に設けられた第１サブダイヤルと、１０時方向側に設けられた第２サブダイヤ
ルと、６時方向側に設けられた第３サブダイヤルと、を備え、前記ソーラーパネルは、８
個のソーラーセルを有し、前記ソーラーパネルには、前記文字板の４時位置に対応した位
置に開口部が設けられ、前記接続部は、前記文字板の１２時位置、１時位置、３時位置、
５時位置、６時位置、８時位置、１１時位置にそれぞれ対応した位置に設けられ、各接続
部の少なくとも一部は、時計表面側から見て、前記目盛部材と重なっていることが好まし
い。
【００１７】
　本発明では、時計が、遮光部材として、見切り部材の内周に沿って等間隔で設けられた
１２個の目盛部材と、時計表面側から見て、文字板の平面中心に対して、２時方向側に設
けられた第１サブダイヤルと、１０時方向側に設けられた第２サブダイヤルと、６時方向
側に設けられた第３サブダイヤルとを備える。そして、ソーラーパネルは、８個のソーラ
ーセルを有し、ソーラーパネルには、文字板の４時位置に対応した位置に開口部が設けら
れている。
　このような時計に対して、接続部が、文字板の１２時位置、１時位置、３時位置、５時
位置、６時位置、８時位置、１１時位置にそれぞれ対応した位置に設けられることで、各
接続部を目盛部材と重ねることができ、かつ、各ソーラーセルの受光面積が等しくなるよ
うに、各ソーラーセルの形状を設計し易くできる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係る時計の正面図。
【図２】前記実施形態における時計の断面図。
【図３】前記実施形態におけるソーラーパネルの平面図。
【図４】前記実施形態におけるソーラーパネルに遮光部材を投影した図。
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【図５】前記実施形態におけるソーラーパネルの接続部の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
［時計１の概略構成］
　図１は、時計１を時計表面側から見た正面図であり、図２は、時計１の概略を示す断面
図である。
　時計１は、図１および図２に示すように、外装ケース３０と、カバーガラス３３と、裏
蓋３４とを備えている。外装ケース３０は、金属で形成された円筒状のケース３１に、セ
ラミックで形成されたベゼル３２が嵌合されて構成されている。このベゼル３２の内周側
に、プラスチックで形成されたリング状のダイヤルリング３５を介して、円盤状の文字板
１１が配置されている。
　外装ケース３０の側面には、Ａボタン４１と、Ｂボタン４２と、リューズ４３とが設け
られている。
【００２０】
　時計１は、ケース３１の二つの開口のうち、表面側の開口は、ベゼル３２を介してカバ
ーガラス３３で塞がれており、裏面側の開口は金属で形成された裏蓋３４で塞がれている
。
　外装ケース３０の内側には、ベゼル３２の内周に取り付けられているダイヤルリング３
５と、光透過性の文字板１１と、指針２１～２８と、カレンダー車２９と、各指針および
カレンダー車２９を駆動する駆動機構１４０などが備えられている。
【００２１】
　ダイヤルリング３５は、平面視においてはリング形状となっており、断面視においては
すり鉢形状となっている。ダイヤルリング３５は、平面視において、文字板１１の表面の
外周と重なっており、文字板１１の見切り径を決めている。また、ダイヤルリング３５と
、ベゼル３２の内周面とによりドーナツ形状の収納空間が形成されており、この収納空間
内には、リング状のアンテナ体１１０が収納されている。
　ここで、ダイヤルリング３５は、本発明の見切り部材の一例である。
【００２２】
　文字板１１は、外装ケース３０の内側で時刻を表示する円形の板材であり、ポリカーボ
ネートなどの光透過性の材料で形成され、カバーガラス３３との間に各指針を備え、ダイ
ヤルリング３５の内側に配置されている。
　文字板１１と、駆動機構１４０が取り付けられている地板１２５との間には、光発電を
行うソーラーパネル３００が備えられている。ソーラーパネル３００の詳細な構成につい
ては後述する。
【００２３】
　文字板１１、ソーラーパネル３００および地板１２５には、指針２１～２８の各指針軸
２１１，２２１，２３１，２４１，２５１，２６１，２７１，２８１が貫通する穴が形成
されている。そして、文字板１１、ソーラーパネル３００には、カレンダー小窓１５の開
口部が形成されている。
【００２４】
　駆動機構１４０は、地板１２５に取り付けられ、回路基板１２０で裏面側から覆われて
いる。駆動機構１４０は、ステップモーターと歯車などの輪列とを有し、当該ステップモ
ーターが当該輪列を介して各指針軸を回転させることにより各指針を駆動する。
　駆動機構１４０は、具体的には、第１～第６駆動機構を備える。第１駆動機構は指針２
２および指針２３を駆動し、第２駆動機構は指針２１を駆動し、第３駆動機構は指針２４
を駆動し、第４駆動機構は指針２５を駆動し、第５駆動機構は指針２６，２７，２８を駆
動し、第６駆動機構はカレンダー車２９を駆動する。
【００２５】
　回路基板１２０は、ＧＰＳ衛星から送信される衛星信号を受信するＧＰＳ受信装置１５
０、制御装置１６０、記憶装置１７０を備えている。また、この回路基板１２０とアンテ
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ナ体１１０とは、アンテナ接続ピン１１５を用いて接続されている。ＧＰＳ受信装置１５
０、制御装置１６０、記憶装置１７０が設けられた回路基板１２０の裏蓋３４側（裏面側
）には、これらの回路部品を覆うための回路押さえ１２２が設けられている。また、リチ
ウム二次電池などの二次電池１３０が、地板１２５と裏蓋３４との間に設けられている。
二次電池１３０は、ソーラーパネル３００が発電した電力で充電される。
【００２６】
［時計１の表示機構］
　文字板１１の外周部を囲むダイヤルリング３５には、棒状に形成された加飾部材として
のインデックス５０１～５１２（バーインデックス）が取り付けられている。インデック
ス５０１～５１２は、金属などの遮光性を有する材料によって形成されている。
　インデックス５０１～５１２は、文字板１１の１時位置～１２時位置までの各時を示す
位置に対応して等間隔で順番に設けられている。
　インデックス５０１は、平面視において、ダイヤルリング３５と重なるインデックス基
端部５０１Ａと、インデックス基端部５０１Ａにおける文字板１１の平面中心に近づく方
向の端縁から、文字板１１の平面中心に向かって延出するインデックス延出部５０１Ｂと
を備える。すなわち、インデックス延出部５０１Ｂは、平面視で文字板１１と重なってい
る。
　インデックス５０２～５１２についても、インデックス５０１と同様に、インデックス
基端部５０２Ａ～５１２Ａと、インデックス延出部５０２Ｂ～５１２Ｂとを備えている。
　また、ダイヤルリング３５には、各インデックス５０１～５１２の間に、インデックス
の間を５分割する目盛が表記されている。
【００２７】
　指針２１，２２，２３は、文字板１１の平面中心に、文字板１１の表裏方向に沿って設
けられた指針軸２１１，２２１，２３１に取り付けられている。
　ダイヤルリング３５に設けられたインデックス５０１～５１２および目盛を指示するこ
とで、指針２１（秒針）は第１時刻（ローカルタイム：例えば外国にいる場合の現地時刻
）の「秒」を表示し、指針２２（分針）は第１時刻の「分」を表示し、指針２３（時針）
は第１時刻の「時」を表示する。なお、第１時刻の「秒」は、後述する第２時刻の「秒」
と同じため、ユーザーは、指針２１を確認することで、第２時刻の「秒」も把握できる。
【００２８】
　指針２４は、文字板１１の平面中心から２時方向の位置に設けられている指針軸２４１
に取り付けられている。
　文字板１１のカバーガラス３３側の表面（表示面）には、平面視で指針軸２４１を中心
として円弧状に形成された加飾部材としてのサブダイヤル６１が取り付けられている。サ
ブダイヤル６１は、金属などの遮光性を有する材料によって形成されている。
　サブダイヤル６１の表面には、七曜を示す「Ｓ」、「Ｍ」、「Ｔ」、「Ｗ」、「Ｔ」、
「Ｆ」、「Ｓ」の英字が表記されている。指針２４は、「Ｓ」～「Ｓ」のいずれかを指示
することで、曜日を表示する。
【００２９】
　指針２５は、文字板１１の平面中心から１０時方向の位置に設けられている指針軸２５
１に取り付けられている。
　文字板１１の表面には、平面視で指針軸２５１を中心として円弧状に形成されたサブダ
イヤル６２が取り付けられている。サブダイヤル６２は、金属などの遮光性を有する材料
によって形成されている。
　サブダイヤル６２の表面には、夏時間（ＤＳＴ：夏時間ＯＮ、○：夏時間ＯＦＦ）の設
定や、二次電池１３０の電池容量や、機内モードや、衛星信号の受信モードを表す文字や
図形が表記されている。指針２５は、これらの文字や図形を指示することで、各情報を表
示する。
【００３０】
　指針２６、指針２７は、文字板１１の平面中心から６時方向の同じ位置に設けられてい
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る指針軸２６１，２７１に取り付けられている。
　文字板１１の表面には、平面視で指針軸２５１を中心としてリング状に形成されたサブ
ダイヤル６３が取り付けられている。サブダイヤル６３は、金属などの遮光性を有する材
料によって形成されている。
　サブダイヤル６３の表面には、内周縁に沿って、時を表す「１」～「１２」の数字が表
記されている。また、文字板１１の表面には、サブダイヤル６３の内周縁に沿って、１周
を６０分割する目盛が表記されている。
　これらの数字や目盛を指示することで、指針２６は、第２時刻（ホームタイム：例えば
外国にいる場合の日本の時刻）の「分」を表示し、指針２７は、第２時刻の「時」を表示
する。
【００３１】
　指針２８は、文字板１１の平面中心から４時方向の位置に設けられている指針軸２８１
に取り付けられている。
　文字板１１の表面には、平面視で指針軸２８１を中心としてリング状に形成されたサブ
ダイヤル６４が取り付けられている。サブダイヤル６４は、金属などの遮光性を有する材
料によって形成されている。
　サブダイヤル６４の表面には、午前を示す「Ａ」の英字、および、午後を示す「Ｐ」の
英字が表記されている。指針２８は、「Ａ」または「Ｐ」の英字を指示することで、第２
時刻の午前または午後を表示する。
【００３２】
　カレンダー小窓１５は、文字板１１の平面中心から４時方向の位置に設けられている。
カレンダー小窓１５は、文字板１１およびソーラーパネル３００を矩形状に開口した開口
部に設けられており、開口部からカレンダー車２９に印刷された数字が視認可能となって
いる。カレンダー車２９は、開口部から数字を視認させることで、第１時刻に対応した年
月日の「日」を表示する。
【００３３】
　ここで、インデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂおよびサブダイヤル６１～６４は、カ
バーガラス３３側から入射した光を遮光する。これにより、ソーラーパネル３００におい
て、平面視でインデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂおよびサブダイヤル６１～６４と重
なる領域には、文字板１１を透過した光が入射されない。すなわち、インデックス延出部
５０１Ｂ～５１２Ｂおよびサブダイヤル６１～６４は、本発明の遮光部材の一例である。
また、インデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂは、本発明の目盛部材の一例であり、サブ
ダイヤル６１は、本発明の第１サブダイヤルの一例であり、サブダイヤル６２は、本発明
の第２サブダイヤルの一例であり、サブダイヤル６３は、本発明の第３サブダイヤルの一
例である。
【００３４】
［ソーラーパネル３００の構成］
　図３は、ソーラーパネル３００を示す平面図である。図４は、ソーラーパネル３００に
、文字板１１の表面側に配置されたインデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂおよびサブダ
イヤル６１～６４を投影した図である。なお、図４において、２点鎖線は、投影部分を示
し、点線は、表面側に現れていない、隠れている部分（電極３４１，３４２）や、概念的
に図示している部分（接続部３３１～３３７、電極引出部３３８）を示す。
　ソーラーパネル３００は、光エネルギーを電気エネルギーに変換する光発電を行う光発
電素子である。ソーラーパネル３００は、図３，４に示すように、平面視略円形状の基材
３１０と、基材３１０の裏面側に設けられた電極３４１，３４２と、基材３１０の表面側
に設けられた、平面視略円形状のソーラーパネル本体３００Ａとを備える。電極３４１，
３４２は、ソーラーパネル３００の正極および負極であり、図示しないばね部材などの導
通部材を介して回路基板１２０の端子と接続されている。
【００３５】
［基材３１０の構成］
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　基材３１０は、合成樹脂製のフィルムなどの絶縁材で構成されている。
　基材３１０の外周径は、ダイヤルリング３５の内周径よりも、僅かに大きく形成され、
基材３１０の外周は、平面視においてダイヤルリング３５と重なっている。
　基材３１０には、指針軸２１１，２２１，２３１が挿通される挿通孔３１０Ａと、指針
軸２４１が挿通される挿通孔３１０Ｂと、指針軸２５１が挿通される挿通孔３１０Ｃと、
指針軸２６１，２７１が挿通される挿通孔３１０Ｄと、指針軸２８１が挿通される挿通孔
３１０Ｅと、カレンダー小窓１５に対応した開口部３１０Ｆが設けられている。
【００３６】
［ソーラーパネル本体３００Ａの構成］
　ソーラーパネル本体３００Ａの外周径は、ダイヤルリング３５の内周径と、ほぼ同じ大
きさで形成され、ソーラーパネル本体３００Ａの外周縁は、平面視においてダイヤルリン
グ３５の内周縁とほぼ一致している。
　ソーラーパネル本体３００Ａは、外周に沿って設けられた複数の接続部３３１～３３７
および電極引出部３３８と、それ以外の部分である発電部３２０とにより構成されている
。
　発電部３２０は、８個のソーラーセル３２１～３２８によって構成されている。ソーラ
ーセル３２１～３２８は、基材３１０の表面上に、下部電極層、半導体層、絶縁層、上部
電極層、透光性の封止樹脂層などを積層することによって構成されている。ソーラーセル
３２１～３２８は、アモルファスシリコン系のソーラーセルである。
　そして、接続部３３１～３３７は、隣り合うソーラーセルを直列に接続する。また、電
極引出部３３８は、ソーラーセル３２６，３２７と電極３４１、３４２とを電気的に接続
する。
　接続部３３１は文字板１１の１２時位置に対応して設けられ、接続部３３２はほぼ１時
位置に対応して設けられ、接続部３３３は３時位置に対応して設けられ、接続部３３４は
５時位置に対応して設けられ、接続部３３５は６時位置に対応して設けられ、接続部３３
６は８時位置に対応して設けられ、電極引出部３３８はほぼ９時位置に対応して設けられ
、接続部３３７は１１時位置に対応して設けられている。
　ここで、平面視において、接続部３３１～３３７は、ダイヤルリング３５の内側に位置
し、電極引出部３３８は、一部がダイヤルリング３５の内側に位置し、他の部分はダイヤ
ルリング３５と重なっている。
　なお、接続部３３１～３３７および電極引出部３３８の具体的な構造については、後述
する。
【００３７】
［発電部３２０の構成］
　発電部３２０には、中央部分に、指針軸２１１，２２１，２３１が挿通される挿通孔３
２０Ｉが設けられている。また、発電部３２０には、カレンダー小窓１５に対応した開口
部３２０Ｊが設けられている。
　そして、発電部３２０は、挿通孔３２０Ｉから外側に向かって放射状に伸びて接続部３
３１～３３７および電極引出部３３８に達する８個の分割線Ｄ１～Ｄ８によって、８個の
ソーラーセル３２１～３２８に分割されている。
【００３８】
　ソーラーセル３２１は、挿通孔３２０Ｉから接続部３３１まで伸びる分割線Ｄ１と、挿
通孔３２０Ｉから接続部３３２まで伸びる分割線Ｄ２とによって、隣り合う他のソーラー
セル３２８，３２２と区画されている。分割線Ｄ１は直線であり、分割線Ｄ２は３つの直
線部分と２つの屈曲部分（角部）Ｄ２１，Ｄ２２とを有している。
　ここで、分割線Ｄ１の接続部３３１側の端部は、平面視において、インデックス延出部
５１２Ｂと重なっている。
　また、分割線Ｄ２の屈曲部分Ｄ２１は、平面視において、サブダイヤル６１と重なって
いる。
【００３９】
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　ソーラーセル３２２は、上記分割線Ｄ２と、挿通孔３２０Ｉから接続部３３３まで伸び
る分割線Ｄ３とによって、隣り合う他のソーラーセル３２１，３２３と区画されている。
分割線Ｄ３は３つの直線部分と２つの屈曲部分Ｄ３１，Ｄ３２とを有している。
　ここで、平面視において、分割線Ｄ３の屈曲部分Ｄ３１は、サブダイヤル６１と重なり
、屈曲部分Ｄ３２および分割線Ｄ３の接続部３３３側の端部は、インデックス延出部５０
３Ｂと重なっている。
　また、ソーラーセル３２２には、指針軸２４１が挿通される挿通孔３２２Ａが設けられ
ている。
【００４０】
　ソーラーセル３２３は、上記分割線Ｄ３と、分割線Ｄ４とによって、隣り合う他のソー
ラーセル３２２，３２４と区画されている。分割線Ｄ４は、挿通孔３２０Ｉから開口部３
２０Ｊまで伸びる分割線部分Ｄ４１と、開口部３２０Ｊから接続部３３４までの伸びる分
割線部分Ｄ４２とを有している。分割線部分Ｄ４１は、３つの直線部分と、２つの屈曲部
分Ｄ４１１，Ｄ４１３と、サブダイヤル６４の外周に沿って円弧状に湾曲した１つの湾曲
部分Ｄ４１２とを有している。分割線部分Ｄ４２は、２つの直線部分と１つの屈曲部分Ｄ
４２１とを有している。
　ここで、平面視において、分割線部分Ｄ４１の屈曲部分Ｄ４１１は、サブダイヤル６３
と重なり、湾曲部分Ｄ４１２および屈曲部分Ｄ４１３は、サブダイヤル６４と重なり、分
割線部分Ｄ４２の屈曲部分Ｄ４２１および分割線部分Ｄ４２の接続部３３４側の端部は、
インデックス延出部５０５Ｂと重なっている。
　また、ソーラーセル３２３には、指針軸２８１が挿通される挿通孔３２３Ａが設けられ
ている。
【００４１】
　ソーラーセル３２４は、上記分割線Ｄ４と、挿通孔３２０Ｉから接続部３３５まで伸び
る分割線Ｄ５とによって、隣り合う他のソーラーセル３２３，３２５と区画されている。
　ソーラーセル３２４には、指針軸２６１，２７１が挿通される挿通孔３２４Ａが設けら
れている。
　そして、分割線Ｄ５は、４つの直線部分と、２つの屈曲部分Ｄ５１，Ｄ５３と、挿通孔
３２４Ａの外周に沿って円弧状に湾曲した１つの湾曲部分Ｄ５２とを有している。
　ここで、分割線Ｄ５の屈曲部分Ｄ５１，Ｄ５３は、平面視において、サブダイヤル６３
と重なっている。
【００４２】
　ソーラーセル３２５は、上記分割線Ｄ５と、挿通孔３２０Ｉから接続部３３６まで伸び
る分割線Ｄ６とによって、隣り合う他のソーラーセル３２４，３２６と区画されている。
分割線Ｄ６は３つの直線部分と２つの屈曲部分Ｄ６１，Ｄ６２とを有している。
　ここで、平面視において、分割線Ｄ６の屈曲部分Ｄ６１は、サブダイヤル６３と重なり
、屈曲部分Ｄ６２および分割線Ｄ６の接続部３３６側の端部は、インデックス延出部５０
８Ｂと重なっている。
【００４３】
　ソーラーセル３２６は、上記分割線Ｄ６と、挿通孔３２０Ｉから電極引出部３３８まで
伸びる分割線Ｄ７とによって、隣り合う他のソーラーセル３２５，３２７と区画されてい
る。分割線Ｄ７は３つの直線部分と２つの屈曲部分Ｄ７１，Ｄ７２とを有している。
　ここで、平面視において、分割線Ｄ７の屈曲部分Ｄ７１は、サブダイヤル６２と重なり
、屈曲部分Ｄ７２および分割線Ｄ７の電極引出部３３８側の端部は、インデックス延出部
５０９Ｂと重なっている。
【００４４】
　ソーラーセル３２７は、上記分割線Ｄ７と、挿通孔３２０Ｉから接続部３３７まで伸び
る分割線Ｄ８とによって、隣り合う他のソーラーセル３２６，３２８と区画されている。
分割線Ｄ８は３つの直線部分と２つの屈曲部分Ｄ８１，Ｄ８２とを有している。
　ここで、平面視において、分割線Ｄ８の屈曲部分Ｄ８１は、サブダイヤル６２と重なり
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、屈曲部分Ｄ８２および分割線Ｄ８の接続部３３７側の端部は、インデックス延出部５１
１Ｂと重なっている。
　また、ソーラーセル３２７には、指針軸２５１が挿通される挿通孔３２７Ａが設けられ
ている。
　ソーラーセル３２８は、上記分割線Ｄ８と，上記分割線Ｄ１とによって、隣り合う他の
ソーラーセル３２７，３２１と区画されている。
【００４５】
［接続部３３１～３３７および電極引出部３３８の構成］
　接続部３３１～３３７および電極引出部３３８は、配線層や絶縁層などによって構成さ
れている。接続部３３１～３３７は、前述したように、隣り合うソーラーセルを直列に接
続し、電極引出部３３８は、ソーラーセル３２６，３２７と、ソーラーパネル３００の正
極および負極である電極３４１，３４２とを電気的に接続する。
【００４６】
　接続部３３１は、図５に示すように、ソーラーセル３２８から延出した延出部分３２８
Ａと、ソーラーセル３２１から延出した延出部分３２１Ａと、絶縁層３３１Ａと、配線層
３３１Ｂとを備えている。
　延出部分３２８Ａは、下部電極層３２８１によって構成されている。すなわち、延出部
分３２８Ａでは、半導体層３２８２および上部電極層３２８３はエッチングによって除去
されている。延出部分３２１Ａは、下部電極層３２１１、半導体層３２１２および上部電
極層３２１３によって構成されている。
　また、延出部分３２８Ａと延出部分３２１Ａとの間は、絶縁層３３１Ａによって分離さ
れている。
　そして、延出部分３２８Ａの下部電極層３２８１の表面から、延出部分３２１Ａの上部
電極層３２１３の表面に亘って配線層３３１Ｂが形成されている。
　なお、接続部３３１の表面側は、発電部３２０の表面を覆う封止樹脂層３４０によって
覆われている。
　このような構成により、接続部３３１は、ソーラーセル３２８の下部電極層３２８１と
ソーラーセル３２１の上部電極層３２１３とを接続している。
　なお、延出部分３２１Ａは、下部電極層３２１１、半導体層３２１２および上部電極層
３２１３を備えているが、表面に遮光性を有する配線層３３１Ｂが設けられるため、発電
部として機能しない。すなわち、接続部３３１は、発電しない非発電部となる。
【００４７】
　接続部３３２～３３７についても、接続部３３１と同様の構成を有し、隣り合うソーラ
ーセルの下部電極層と上部電極層とを接続している。
　すなわち、接続部３３２は、ソーラーセル３２１の下部電極層と、ソーラーセル３２２
の上部電極層とを接続している。
　接続部３３３は、ソーラーセル３２２の下部電極層と、ソーラーセル３２３の上部電極
層とを接続している。
　接続部３３４は、ソーラーセル３２３の下部電極層と、ソーラーセル３２４の上部電極
層とを接続している。
　接続部３３５は、ソーラーセル３２４の下部電極層と、ソーラーセル３２５の上部電極
層とを接続している。
　接続部３３６は、ソーラーセル３２５の下部電極層と、ソーラーセル３２６の上部電極
層とを接続している。
　接続部３３７は、ソーラーセル３２７の下部電極層と、ソーラーセル３２８の上部電極
層とを接続している。
【００４８】
　電極引出部３３８は、ソーラーセル３２６の下部電極層と、電極３４２とを、基材３１
０に設けられた図示しない貫通電極を介して接続している。また、電極引出部３３８は、
ソーラーセル３２７の上部電極層と、電極３４１とを、基材３１０に設けられた図示しな
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い貫通電極を介して接続している。
【００４９】
　このように、接続部３３１～３３７および電極引出部３３８によって、ソーラーパネル
３００の正極および負極である電極３４１と電極３４２との間に、ソーラーセル３２１～
３２８が直列接続されている。従って、ソーラーパネル３００の出力電圧Ｖは、８段のソ
ーラーセル３２１～３２８の各出力電圧Ｖ１～Ｖ８を加算したものとなる。
【００５０】
　そして、本実施形態では、平面視において、各接続部３３１～３３７および電極引出部
３３８は、インデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂと重なっている。
　具体的には、接続部３３１の一部は、インデックス延出部５１２Ｂにおけるインデック
ス基端部５１２Ａ側の端部と重なっている。
　接続部３３２の一部は、インデックス延出部５０１Ｂにおけるインデックス基端部５０
１Ａ側の端部の一部と重なっている。
　接続部３３３の一部は、インデックス延出部５０３Ｂにおけるインデックス基端部５０
３Ａ側の端部と重なっている。
　接続部３３４の一部は、インデックス延出部５０５Ｂにおけるインデックス基端部５０
５Ａ側の端部と重なっている。
　接続部３３５の一部は、インデックス延出部５０６Ｂと重なっている。
　接続部３３６の一部は、インデックス延出部５０８Ｂにおけるインデックス基端部５０
８Ａ側の端部と重なっている。
　接続部３３７は、インデックス延出部５１１Ｂにおけるインデックス基端部５１１Ａ側
の端部と重なっている。
　電極引出部３３８の一部は、平面視において、インデックス延出部５０９Ｂにおけるイ
ンデックス基端部５０９Ａ側の端部と重なっている。
【００５１】
　ここで、各ソーラーセル３２１～３２８は直列に接続されているため、ソーラーパネル
３００の電流値は、各ソーラーセル３２１～３２８のうち、最も電流値が小さいソーラー
セルの電流値に制限される。このため、ソーラーパネル３００の発電量を最大にするには
、各ソーラーセル３２１～３２８の電流値を均一にすることが好ましい。すなわち、各ソ
ーラーセル３２１～３２８で、遮光される部分を除いた発電に有効な面積である受光面積
を等しくすることが好ましい。
　このため、本実施形態では、各ソーラーセル３２１～３２８において、インデックス延
出部５０１Ｂ～５１２Ｂおよびサブダイヤル６１～６４と平面視で重なる部分を除いた受
光面積が、互いに等しくなるように、分割線Ｄ１～Ｄ８が引かれ、各ソーラーセル３２１
～３２８の形状や面積が設定されている。
　ここで、各ソーラーセル３２１～３２８の受光面積が等しくなるとは、ほぼ等しいこと
を含み、例えば、各ソーラーセル３２１～３２８の受光面積が、すべてのソーラーセル３
２１～３２８の受光面積の平均値に対して±１０％以内に納まっている場合などを意味す
る。
　なお、各ソーラーセル３２１～３２８の面積とは、挿通孔３２０Ｉ，３２２Ａ，３２３
Ａ，３２４Ａ，３２７Ａ、開口部３２０Ｊなどの開口部分を除いた部分の面積を意味する
。
【００５２】
　つまり、本実施形態のように、文字板１１の表面側にサブダイヤルが設けられたり、ソ
ーラーセルに開口部が設けられたりしている場合、例えば分割線を等しい角度間隔で放射
状に引いた場合は、各ソーラーセルの受光面積を等しくできない。また、サブダイヤルや
開口部が設けられていない場合は、分割線を等しい角度間隔で放射状に引くことで、各ソ
ーラーセルの受光面積を等しくすることは可能であるが、ソーラーセルの数が、本実施形
態のように１２の約数ではない場合（例えば、５，７，８，９，１０等の場合）、すべて
の接続部と、インデックス延出部とを重ねることはできない。
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　本実施形態では、分割線が直線部分だけではなく、屈曲部分や湾曲部分を備えるため、
分割線を自由に引くことができ、各ソーラーセル３２１～３２８の受光面積を等しくし、
かつ、接続部３３１～３３７および電極引出部３３８とインデックス延出部５０１Ｂ～５
１２Ｂとを重ねることができる。
【００５３】
［実施形態の作用効果］
　ダイヤルリング３５の内周縁は、平面視において、ソーラーパネル３００の接続部３３
１～３３７の外側に位置しているため、ダイヤルリング３５が接続部３３１～３３７と重
なる場合と比べて、当該内周縁を外側に位置させることができる。これにより、ダイヤル
リング３５の内側の面積を大きくできるため、その分、ソーラーパネル３００の発電部３
２０の面積を大きくでき、発電性能を向上できる。すなわち、ソーラーパネル本体３００
Ａの外周における隣り合う接続部の間の領域を発電部３２０にできるため、その分、発電
部３２０の面積を大きくできる。これにより、消費電流の大きなＧＰＳ受信装置１５０な
どのデバイスを内蔵できる。
　また、各ソーラーセル３２１～３２８におけるインデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂ
と重なる領域は、光が照射されないため、発電しない非発電部である。また、接続部３３
１～３３７および電極引出部３３８も配線層などが設けられるため非発電部である。時計
１によれば、各接続部３３１～３３７および電極引出部３３８の少なくとも一部はインデ
ックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂと重なっているため、各接続部３３１～３３７および電
極引出部３３８がインデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂと重ならない場合と比べて、非
発電部の合計面積を小さくできる。すなわち、発電に有効な部分の面積である有効発電面
積を大きくでき、発電性能をより向上できる。
　このように、本実施形態では、有効発電面積を大きくできるため、例えば、ソーラーパ
ネル３００の発電量が同じ場合、文字板１１の光透過率を低く設定することができる。こ
の場合、例えば、各接続部３３１～３３７および電極引出部３３８において、インデック
ス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂと重なっていない部分を、視認されにくくでき、外観を向上
できる。
【００５４】
　各ソーラーセル３２１～３２８の受光面積が等しいため、ソーラーパネル３００の発電
量を最大にできる。
【００５５】
　分割線が屈曲部分や湾曲部分を備えることで、例えばすべての分割線が１本の直線で構
成されている場合と比べて、分割線を自由に引くことができ、各ソーラーセル３２１～３
２８の形状や面積を自由に設定できる。
　また、分割線の屈曲部分は、ユーザーによって視認された場合、直線部分よりも目立ち
やすいが、時計１によれば、屈曲部分は、サブダイヤル６１～６４やインデックス延出部
５０１Ｂ～５１２Ｂと重なっているため、ユーザーによって視認されない。これにより、
外観を向上できる。
【００５６】
　インデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂは、時計表面側から見て、文字板１１の外周に
沿って１２個設けられているため、接続部３３１～３３７の数が、本実施形態のように、
１２個以下となる場合は、すべての接続部３３１～３３７をインデックス延出部５０１Ｂ
～５１２Ｂと重ねることができる。このため、接続部を、例えば、時計表面側から見て、
文字板の外周の一部に配置された円弧状のインジケーターなどの遮光部材と重ねる場合な
ど、すべての接続部を遮光部材と重ねることが難しい場合と比べて、接続部と遮光部材と
が重なっている面積の合計を大きくできる。これにより、有効発電面積を大きくし、発電
性能を向上できる。
【００５７】
［他の実施形態］
　なお、本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
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範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　前記実施形態では、文字板１１の見切り径は、ダイヤルリング３５で決められているが
、本発明はこれに限定されない。例えば、外装ケース３０の一部が文字板１１の表面側に
張り出し、平面視において、文字板１１の外周と重なることで、見切り径を決めてもよい
。この場合、外装ケース３０が本発明の見切り部材を構成する。
【００５８】
　前記実施形態では、遮光部材は、インデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂおよびサブダ
イヤル６１～６４であるが、本発明はこれに限定されない。すなわち、遮光性を有し、か
つ、指針などとは異なり、ソーラーパネル３００の決められた領域と定常的に重なる部材
であればよい。このような部材としては、ダイヤルリング３５の内周縁に沿って円弧状に
形成される遮光性を有するインジケーターや、遮光性を有する円盤に針の図形が印刷され
た円盤針などが例示できる。
【００５９】
　前記実施形態では、各接続部３３１～３３７および電極引出部３３８の一部が、インデ
ックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂと重なっているが、本発明はこれに限定されない。例え
ば、インデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂにおけるダイヤルリング３５の内周に沿った
方向の幅寸法を大きくすることで、各接続部３３１～３３７および電極引出部３３８の全
体が、インデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂと重なるようにしてもよい。
　また、前記実施形態では、すべての接続部３３１～３３７および電極引出部３３８が、
インデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂと重なっているが、本発明はこれに限定されない
。例えば、電極引出部３３８はインデックス延出部５０１Ｂ～５１２Ｂと重なっていなく
てもよい。また、接続部３３１～３３７の少なくとも１つの接続部が、インデックス延出
部５０１Ｂ～５１２Ｂのいずれかと重なっていればよい。
　また、前記実施形態では、接続部３３１～３３７は、平面視において、ダイヤルリング
３５の内周縁に沿って設けられているが、本発明はこれに限定されない。すなわち、ダイ
ヤルリング３５の内側であれば、どこに設けられていてもよい。
　また、前記実施形態では、接続部３３１～３３７は、インデックス延出部５０１Ｂ～５
１２Ｂと重なっているが、本発明はこれに限定されない。すなわち、接続部３３１～３３
７は、サブダイヤル６１～６４や前述のインジケーターや円盤針などの遮光部材と重なっ
ていればよい。
【００６０】
　前記実施形態では、インデックス５０１～５１２は、ダイヤルリング３５に取り付けら
れているが、本発明はこれに限定されない。例えば、文字板１１に取り付けられていても
よい。
　また、前記実施形態では、サブダイヤル６１～６４は、文字板１１とは別体で構成され
ていたが、本発明はこれに限定されない。すなわち、文字板１１に一体形成されていても
よい。この場合、サブダイヤル６１～６４は、文字板１１と同じ材料で形成されるが、厚
み寸法を大きくすることで、遮光性を有するようにできる。
　また、サブダイヤル６１～６４は、文字板１１に対して塗装することで形成するように
してもよい。
【００６１】
　前記実施形態では、ソーラーセルの数は８個であるが、本発明はこれに限定されない。
すなわち、８個以外であってもよい。ただし、５個以上であることが好ましい。
　１つのソーラーセルでの起電圧は約０．６～０．７Ｖ程度である。このため、５個以上
のソーラーセルを直列に接続すれば、つまり５段以上のソーラーセルとすれば、約０．６
～０．７Ｖ×５段＝約３～３．５Ｖ程度の起電圧が得られ、例えば２．４Ｖ系のリチウム
二次電池を満充電することができる。
　同様に、例えばソーラーセルの数が７個の場合は、約０．６～０．７Ｖ×７段＝約４．
２～４．９Ｖ程度の起電圧が得られ、ソーラーセルの数が８個の場合は、約０．６～０．
７Ｖ×８段＝約４．８～５．６Ｖ程度の起電圧が得られ、例えば３．７Ｖ系のリチウム二
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　これにより、起電圧が大きな、例えば２．４Ｖ系や３．７Ｖ系のリチウム二次電池を電
源にできるため、ＧＰＳ受信装置などの消費電流の大きなデバイスを内蔵できる。
【００６２】
　前記実施形態では、各ソーラーセル３２１～３２８は、受光面積が等しいが、本発明は
これに限定されない。すなわち、受光面積が異なっていてもよい。
　また、前記実施形態では、ソーラーセル３２１～３２８は、アモルファスシリコン系の
ソーラーセルであったが、本発明はこれに限定されない。ソーラーセル３２１～３２８は
、他の種類のソーラーセルであってもよい。
【００６３】
　前記実施形態では、分割線は屈曲部分を備えているが、本発明はこれに限定されない。
例えば、分割線は、屈曲部分を備えずに、湾曲部分や直線部分のみによって構成されてい
てもよい。
【００６４】
　前記実施形態では、本発明を、アンテナ体１１０およびＧＰＳ受信装置１５０を内蔵し
た時計に適用したものを例示しているが、本発明は、アンテナや受信装置を内蔵していな
い時計に適用することもできる。
【００６５】
　前記実施形態の各接続部３３１～３３７では、隣り合うソーラーセルの一方から延出し
た下部電極層と、他方から延出した上部電極層とが、配線層によって接続されているが、
本発明はこれに限定されない。例えば、下部電極層と上部電極層とが、レーザーボンディ
ングなどの他の接続方法によって接続されていてもよい。
【符号の説明】
【００６６】
　１…時計、１１…文字板、１５…カレンダー小窓、２１～２８…指針、３００…ソーラ
ーパネル、３００Ａ…ソーラーパネル本体、３１０…基材、３１０Ａ～３１０Ｅ，３２０
Ｉ，３２２Ａ，３２３Ａ，３２４Ａ，３２７Ａ…挿通孔、３１０Ｆ，３２０Ｊ…開口部、
３２０…発電部、３２１～３２８…ソーラーセル、３３１～３３７…接続部、３３８…電
極引出部、３５…ダイヤルリング（見切り部材）、５０１～５１２…インデックス、５０
１Ｂ～５１２Ｂ…インデックス延出部（遮光部材、目盛部材）、６１…サブダイヤル（遮
光部材、第１サブダイヤル）、６２…サブダイヤル（遮光部材、第２サブダイヤル）、６
３…サブダイヤル（遮光部材、第３サブダイヤル）、６４…サブダイヤル（遮光部材）、
Ｄ１～Ｄ８…分割線、Ｄ２１，Ｄ３１，Ｄ３２，Ｄ４１１，Ｄ４１３，Ｄ４２１，Ｄ５１
，Ｄ６１，Ｄ６２，Ｄ７１，Ｄ７２，Ｄ８１，Ｄ８２…屈曲部分。
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